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「
第
１
回
小
学
校
再
編
整
備
計
画

検
討
委
員
会
」
が
11
月
７
日
、
市
中

央
公
民
館
で
開
か
れ
、
市
立
小
学
校

を
適
正
規
模
に
再
編
す
る
計
画
に
つ

い
て
の
議
論
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

　 

　
市
立
小
学
校
の
学
校
数
は
現
在
、
鷹
巣
地

区
が
７
校
、
合
川
地
区
４
校
、
森
吉
地
区
３

校
、
阿
仁
地
区
２
校
の
16
校
。
児
童
数
は
、

昭
和
34
年
の
１
万
１
千
１
４
７
人
を
ピ
ー
ク

に
減
少
傾
向
に
転
じ
、
平
成
17
年
度
は
１
９

３
８
人
と
、
20
％
以
下
に
ま
で
減
少
し
、
学

校
の
小
規
模
化
が
顕
著
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
こ
の
よ
う
な
現
状

を
踏
ま
え
、
昨
年
８
月
、
学
校
の
小
規
模
化

よ
っ
て
学
校
運
営
や
指
導
態
勢
に
難
し
さ
が

生
じ
て
き
て
い
る
こ
と
や
、
今
後
到
来
す
る

校
舎
の
改
築
に
備
え
る
た
め
、
小
学
校
再
編

整
備
計
画
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
設
置
、
市
立
小

学
校
の
適
正
規
模
・
適
正
配
置
等
に
つ
い
て

検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。 

　
検
討
委
員
会
は
、
市
教
委
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
ま
と
め
た
再
編
整
備
計
画
の
素
案
を
地

域
住
民
に
示
し
、
今
後
の
学
校
の
あ
り
方
な

ど
に
意
見
を
出
し
て
も
ら
う
た
め
の
組
織
と

し
て
発
足
し
た
も
の
で
す
。 

　
初
会
合
と
な
っ
た
こ
の
日
の
検
討
委
員
会

で
は
、
岸
部
市
長
が
委
員
一
人
ひ
と
り
に
委

嘱
状
を
交
付
し
た
あ
と
、
市
教
育
委
員
会
の

三
澤
教
育
長
が
、
ピ
ー
ク
時
か
ら
９
千
人
も

の
児
童
が
減
っ
た
状
況
に
触
れ
な
が
ら
、
集

団
教
育
を
維
持
し
、
適
正
な
学
校
環
境
を
整

備
す
る
た
め
に
再
編
計
画
が
必
要
で
あ
る
こ

と
を
説
明
、
検
討
会
に
入
り
ま
し
た
。 

　
検
討
委
員
は
、
各
地
区
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
自
治

会
、
学
校
関
係
者
な
ど
か
ら
選
出
さ
れ
た
20

名
。
は
じ
め
に
互
選
に
よ
り
委
員
長
、
副
委

員
長
を
決
め
た
あ
と
、
議
事
に
入
り
ま
し
た
。 

　
委
員
か
ら
は
「
素
案
は
よ
く
ま
と
ま
っ
て

い
る
が
、
子
ど
も
の
視
点
も
入
れ
検
討
す
べ

き
」
「
小
規
模
校
な
ら
で
は
の
良
さ
も
あ
る
。

複
式
学
級
に
つ
い
て
も
、
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ

リ
ッ
ト
の
両
方
に
つ
い
て
説
明
し
て
ほ
し
い
」

な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

　
素
案
は
平
成
18
年
度
か
ら
27
年
度
ま
で
の

10
年
計
画
。
前
期
５
年
で
現
在
の
16
校
を
11

校
に
、
後
期
で
さ
ら
に
２
校
を
統
合
し
、
９

校
に
再
編
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

　
検
討
委
員
会
で
は
こ
の
後
年
度
内
に
３
回

委
員
会
を
開
催
し
、
ま
と
め
た
意
見
を
岸
部

市
長
に
答
申
し
ま
す
。  

　
委
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
） 

■
鷹
巣
地
区 

　
櫻
庭
圭
介
　
秋
元
優
香
子
　
菅
原
久
美
子

　
畠
山
孝
秀
　
中
嶋
浩
文
　
佐
藤
禎
司 

　
佐
藤
光
悦
（
副
委
員
長
） 

■
森
吉
地
区 

　
伊
藤
幸
信
　
柳
山
敏
幸
（
委
員
長
） 

　
三
浦
冨
雄 

■
阿
仁
地
区 

　
佐
藤
信
夫
　
松
橋
時
美  

■
合
川
地
区 

　
疋
田
武
志
　
松
岡
良
寿 

　
山
岡
多
郎
右
エ
門
　
畠
山
俊
明 

■
市
内
一
円 

　
出
川
幸
三
　
萩
野
秀
実
　
松
橋
悦
子 

　
佐
藤
征
太
郎 

▲検討委員に委嘱状を手わたす岸部市長（11月7日） 

小
学
校
再
編
整
備
計
画
検
討
委
員
会
が
発
足

委
員
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
自
治
会
、
学
校
関
係
者
な
ど
20
名

計
画
素
案

︵
前
期
５
年
︶
16
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11
校
に

︵
後
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５
年
︶
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校
　
９
校
に

再
編
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現　状 

17年度 

前　期 

18～22年度 

後　期 

23～27年度 

今後１０年間の小学校再編構想（案） 
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■
食
料
品
（
41
品
目
） 

▽
樹
氷
の
雫 

▽
い
ぶ
り
た
け
の
こ 

▽
な
ん
こ
鍋 

▽
マ
タ
ギ
の
里 

　
　
り
ん
ご
っ
こ
ジ
ュ
ー
ス 

▽
マ
タ
ギ
の
里
焼
き
り
ん
ご 

▽
清
酒
「
安
の
滝
」 

▽
純
米
酒
「
安
の
滝
」 

▽
純
米
酒
「
阿
仁
川
」 

▽
マ
ル
メ
ロ
ケ
ー
キ 

▽
笑
内 

▽
ル
・
デ
セ
ー
ル 

▽
天
鳴
太
鼓 

▽
焼
き
あ
ゆ 

▽
太
鼓
の
サ
ブ
レ 

▽
さ
る
倉
焼 

▽
異
人
館
物
語 

▽
比
内
地
鶏
卵
油 

▽
カ
ル
シ
ウ
ム
卵
油 

▽
ス
ッ
ポ
ン
卵
油 

▽
烏
骨
鶏
卵
マ
ヨ
ネ
ー
ズ 

▽
そ
ば
だ
ま
こ
セ
ッ
ト 

▽
あ
ゆ
う
る
か 

▽
あ
ゆ
甘
煮 

▽
あ
ゆ
ず
し 

▽
わ
さ
び
漬
ス
パ
ウ
ト 

▽
わ
さ
び
の
り
ス
パ
ウ
ト 

▽
わ
さ
び
味
噌
ス
パ
ウ
ト 

▽
わ
さ
び
テ
ト
ラ
セ
ッ
ト 

▽
山
女
魚
甘
露
煮 

▽
秋
田
グ
ル
メ
み
そ 

▽
き
り
た
ん
ぽ
鍋
セ
ッ
ト 

▽
し
し
と
う
ラ
ー
メ
ン 

▽
し
し
と
う
ソ
フ
ト 

▽
太
鼓
ま
ん
じ
ゅ
う 

▽
比
内
地
鶏
ス
ー
プ 

▽
比
内
地
鶏
ご
飯 

▽
竜
ヶ
森 

▽
縄
文
の
跡 

▽
く
る
み
館
餅 

▽
森
吉
の
月 

▽
米
代
う
ど
ん 

■
工
芸
品
（
４
品
目
） 

▽
山
刀 

▽
フ
ラ
ワ
ー
ボ
ッ
ク
ス 

▽
又
鬼
山
刀 

▽
フ
ク
ロ
ナ
ガ
サ 

 

　
平
成
20
年
春
に
開
催
予
定
の
第
59
回

全
国
植
樹
祭
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
愛

称
と
大
会
ポ
ス
タ
ー
の
原
画
が
こ
の
ほ

ど
決
定
し
、
県
の
全
国
植
樹
祭
推
進
室

か
ら
公
表
さ
れ
ま
し
た
。 

　
昨
年
募
集
さ
れ
た
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
は
、

市
原
麻
奈
美
さ
ん
（
東
京
都
）
の
作
品

が
選
ば
れ
、
こ
の
マ
ー
ク
の
イ
メ
ー
ジ

に
ふ
さ
わ
し
い
愛
称
が
平
成
18
年
４
月

24
日
か
ら
８
月
31
日
の
期
間
、
県
内
で

募
集
さ
れ
、
選
考
が
行
わ
れ
て
い
た
も

の
で
す
。
応
募
数
は
５
１
８
点
。
審
査

の
結
果
、
最
優
秀
賞
に
は
、
湯
沢
市
立

秋
ノ
宮
小
学
校
２
年
の
菅
真
帆
さ
ん
の

作
品
「
森
っ
ち
」
に
決
定
し
ま
し
た
。 

　
大
会
ポ
ス
タ
ー
に
使
わ
れ
る
原
画
は
、

６
月
23
日
か
ら
９
月
８
日
の
期
間
、
県

内
の
小
・
中
・
高
等
学
校
を
対
象
に
公

募
さ
れ
ま
し
た
。
応
募
数
は
45
点
。
最

優
秀
賞
に
は
本
市
・
竜
森
小
学
校
５
年

の
藤
本
勝
繁
君
の
作
品
「
大
き
な
木
を

か
こ
ん
で
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
ま
た

竜
森
小
は
、
大
阿
仁
小
学
校
と
と
も
に

特
別
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。 

　
受
賞
し
た
藤
本
君
の
作
品
は
、
豊
か

な
森
の
中
で
ブ
ナ
の
巨
木
を
数
人
の
子

ど
も
た
ち
が
手
を
回
し
、
そ
の
大
き
さ

を
体
感
し
て
い
る
構
図
。
昨
年
の
夏
休

み
に
訪
れ
た
白
神
山
地
・
岳
岱
（
藤
里
町
）

の
ブ
ナ
風
景
林
の
ブ
ナ
の
木
を
み
ん
な

で
囲
ん
だ
と
き
の
記
憶
に
、
こ
れ
ま
で

訪
れ
た
森
の
樹
木
の
イ
メ
ー
ジ
を
重
ね

合
わ
せ
て
描
い
た
そ
う
で
す
。 

　
大
会
ポ
ス
タ
ー
は
、
藤
本
君
の
原
画

を
も
と
に
来
年
度
制
作
さ
れ
、
全
国
の

関
係
機
関
な
ど
に
配
布
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。 

 

愛
称
は
「
森
っ
ち
」 

（
第
59
回
全
国
植
樹
祭 

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
） 

愛称は「森っち」に決定!

第５９回全国植樹祭シンボルマーク
平成２０年春開催（会場：北欧の杜公園）

ポスター原画最優秀賞は、藤本勝繁君（竜森小５年）が受賞 

す
が 

ま 

ほ 

　
特
産
品
の
需
要
の
拡
大
及
び
品
質
の
向
上
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
今
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
「
北

秋
田
市
特
産
品
推
奨
認
定
制
度
」
で
、
推
奨
品
と
し

て
認
定
さ
れ
た
特
産
品
45
品
目
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

（
こ
の
制
度
の
概
要
と
審
査
の
模
様
を
広
報
き
た
あ
き
た
11
月

16
日
号
に
掲
載
し
て
い
ま
す
） 

推
奨
認
定
特
産
品
45
品
目
を
ご
紹
介

う
こ
っ
け
い 

お
か
し
な
い 

な
が
さ 

じ
ょ
う
も
ん 

し
る
し 

だ
て
も
ち 

ま
た
ぎ
な
が
さ 

や

ま

め

か

ん

ろ

に

 

ポ
ス
タ
ー
の
原
画
は
、
豊
か 

な
森
の
巨
木
を
描
い
た
作
品 

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
藤

本
勝
繁
く
ん
（
竜
森
小
５

年
）
と
受
賞
作
品
「
大
き

な
木
を
か
こ
ん
で
」 

 

かつしげ 

もり 


